
物量・収入ＵＰ
「支店従業員の幸福のために」



・5月度の収入結果は、目標達成したが貸切がマイナス94万、国際マイナス55万と特積以外の収入が弱い。

厚木支店の速報数字 分析資料



物量減の要因

1）新型コロナウイルスの影響
・テレワーク中心の業務形態の変化により、人々のニーズに大きな変化が生じている

・輸出入の制限、出入国の制限

・不要不急の外出自粛により消費減

・Ｂ to Cの需要増

2）他社の値下げ
・物流各社が物量確保の為、値下げ攻勢



回復のためには？

・ＳＤからの情報収集 → 支店の「顔」はＳＤ。お客様との人間関係を構築しているＳＤ
には色々な情報が集まる。その情報に対してレスポンス良く対応、
解決する事で物量ＵＰにつながる。

・不用意な値下げはしない → この経済状況下でお客様も苦しく一時的な値下げに心が
揺らぐこともあるが、そこは信念を持ち、対価に見合った
サービスを提供していく。

・新規獲得 → 「ピンチはチャンス」という言葉が良く使われますが、このような状況下でこそ
新規獲得に力を注ぐ。小さく獲得して大きく育てる。

・低積載便他社荷物獲得キャンペーン → 厚木支店は関西方面の物量確保が求められており
当支店の低積載便を無くしていく行動を行っている。

・余剰戦力の活用 → 物量減により、到着・発送・現場の仕事量も減ってきている。
同行営業やＥＤＩ化の促進。５Ｓの強化。奥行きのある荷主の追跡 等



低積載便他社荷物獲得キャンペーン

・ＳＤからの情報収集を行い、他社荷物獲得を狙う。
・特に関西方面の低積載便が目立つ為、キャンペーンを行い物量確保を行っている。
・好調なお客様に対して御用聞きを行う。
・全員でお客様を守っていく行動を取る。


